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の一人である JohnD. Weeks等により見出された [5]。彼らは、 WCA理論の精神に則り、裸の相
互作用ポテンシャルりを、






0= 'VJs(r) -'VJ(r) + { (川町-g'Vv)⑧イ(r) (2) 
21960年代における液体論の発展と成熟の最終仕上げとして、 70年代前半に当該分野を席巻した。これにより、液
体論のvander Waalsパラダイム (or剛体球パラダイム)がより強固となったと同時に、液体論の精密化が一層加速






gs(r) = g(r) = 1 




































。(←訂 s(r+ r')s(r') -5(r) 何)
と平均操作<>を除いた形で書ける。動径分布関数gとの対応関係は、附録記載のg定義式と上式
を比較することで確認されたい。この瞬時相関関数Gを変動場として分配関数に導入するために、













P 5SlJ I 





そこで、 Hubbard-Stratonovich(HS)変換を利用して、更にポテンシャル場を導入する O 何に
対してHS変換を施すかで、 2通りの選択肢がある。









記述できるように修正された Poisson-Bol tzmann方程式群 [10，12] 3 Jの指導原理構築が、本形式
の導入により可能になるものと期待される。しかし本稿では、これ以上、 U 形式には立ち入らな
いこととする。
く入-形式〉 もう一つは、入項のHS変換を通して得られる入形式である O このとき導入され
たポテンシャル場を {ψ}と置くと、入-形式は
e-r2J{βv} / exp (_ω{p;入;ψ})
Jp，入ψ
v 1 I 




|o urs s ?t* ( r)斗 J(r)+ (-A*⑧ρoe叶ケ)I (12) 










学=向 +A*= 0 






























Ours h*(r) = A*(r)十ρo(入*②h*)(r)， g* . (β叶 A*)= 0 I 凶)
が得られる。ここでeW* ρoダ =ρo(h* + 1)と置いた。また簡単のため J=Oの場合について
書き下している。そして、これらの Oursと太字で記された囲み式 (12)ヲ(18)が、本稿の主要結果












































































• J drf(r) g(r)三 f.g
• J dr'f(r -r') g(r')三 (fQ!)g)(r) 
• J drJ dr'ρ(r) v(r -r')ρ(r')三 (ρ|υ|ρ)
さらに以下のような略記も行っている:








h(r) = c(r) + (c⑧h)(r)によって直接相関関数 Cが定義される。
-近似1・HNC (hypernetted-chain)近似: 直接相関関数 Cと全相関関数hの間には、
9 = exp(-βυ+h-c十B)という厳密な関係式が成り立つ。ここでBは、ブリッジダイアグラム




験的に知られている。そのため、 HNC近似と MSAのハイブリッド版 (HMSA)[19]は、ポピュ
ラーな近似のーっとなっている。
-近似2・MSA(meanspherical approximation) : 式(19)の第2行自において
limr→+lgキニ Oの条件を省いたものである。ハードコア・クーロン系で従来よく用いられてきた。
MSAの剛体球版がpy近似である。 py近似は、 HNC近似との対応関係が単純で、、 HNCの線形
化近似9= exp( -sv)(l + h -c)となっている。直接相関関数のpy解は、コア外で、はゼロ、コア
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